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平成２４年１１月２７日の北海道暴風雪 

■概要■ 

北海道登別・室蘭地域（西胆振地方）で１１月２７日から２８日朝まで停電が発生しました。原因は、『幌別線の

鉄塔倒壊（27 日 7 時 40 分）』と『御崎線の断線』によるものです。２８日早朝、一部地域で停電は解消されたもの

の、同日午前中に再び広域で停電が発生しました。こちらの原因は『スリートジャンプ』が発生したのではないか

と北海道電力では説明しています（室蘭民報 2012 年 11 月 28 日夕刊 より）。 

 

○ 近傍気象庁観測地点の登別と室蘭における推定着雪量 

登別は、最大約２．８ｋｇ／ｍ， 室蘭は、最大約２．５ｋｇ／ｍ 

○ 室蘭における年最大風速の再現期間値 

今回の記録２９．９ｍ／ｓは、再現期間約５０年 

 

■11 月 27 日の気象概況■ 

○ 低気圧の中心気圧は、11 月 26 日 6 時から 27 日 6 時の 24 時間で、２４hPa の気圧低下がみられました。 

○ 11 月 27 日 6 時の地上天気図では、寒気内小低気圧の通過が確認できます。 

○ 11 月 27 日 9 時の 500ｈＰａの高層天気図では、中国大陸に-４２℃以下の非常に強い寒気があり、大雪の

目安とされている-３６℃の等温線が北海道にかかっています。 

  

 

【出典：気象庁】 

平成 24 年 11 月 27 日 6 時 平成 24 年 11 月 26 日 6 時 

平成 24 年 11 月 27 日 6 時 

気象衛星画像（赤外）

-36℃
-42℃

平成 24 年 11 月 27 日 9 時 

高層天気図（500ｈＰａ）

気圧低下
Δ24ｈPa／24ｈ

寒気内
小低気圧
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■近傍気象庁観測地点の登別と室蘭における推定着雪量■ 

○ 推定着雪量は、登別で最大約２．８ｋｇ／ｍ、室蘭で最大約２．５ｋｇ／ｍとなりました。 

○ 着雪発達時刻（27 日 5 時から 8 時頃）と強風が重畳しています。ほぼ倒壊時刻と同時刻です。 

○ 着雪した雪は、翌日 9 時前後には、日射と気温の上昇により脱落を開始する気象条件となっています。 

スリートジャンプが発生した時刻とほぼ同じ時間帯になります。 

 

 

 
※ ここでは線路走向は考慮しないで、湿型着雪式を用いて着雪量を推定しています。詳しくは４頁を参照ください。 

倒壊時刻 
27 日 7 時 40 分

日照あり

日照あり

脱落時刻

気温上昇

気温上昇
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■再現期間値の算出■ 

室蘭の風の記録から再現期間値の算出を行いました。最大風速は１９６１年から、最大瞬間風速は１９６７年

からのデータを用いています。 

その結果、最大風速２９．９ｍ/ｓは再現期間５６年、最大瞬間風速３９．７ｍ/ｓは、再現期間２７年となりまし

た。 

【 室蘭の最大風速 （1961 年～2012 年 11 月） 】 

 

【 室蘭の最大瞬間風速 （1967 年～2012 年 11 月） 】 

 

Gumbel 確率紙上の最大瞬間風速のプロット(Thomas Plot)と Gumbel 理論分布(直線，資料年数有限) 

 

※ ここでは記録値をそのまま用いており、測器の種類や測器の高さなどの補正は行っていません。 
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■湿型着雪量の推定式■ 
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ここに dW  ： 時間間隔 dt における着雪量増加分（g/cm） 

nP  ： 衝突降水量強度(g/cm2/h)（=
2)/(1 sn vvP +  ・・・ 式 2 

T ： 気温(℃) 

P ： 地上降水強度（g/cm2/h） 

vs ： 雪片の落下速度（≡1m/s） 

Vn ： 風速の電線直交成分(m/s) 

Td ： 雨雪判別気温(℃) 

当該時刻の前 3 時間の降水量 5mm 未満のとき 

             rhTd 00251.0)ln(0697.057.1 −−=  ・・・ 式 3 

当該時刻の前 3 時間の降水量 5mm 以上のとき 

)ln(161.065.1 hTd −=  ・・・ 式 4 

ここに dT  ： 対象地点の雨雪判別気温(℃) 

ｈ ： 格子点の標高(m) 

ｒ ： 地点から海岸までの最短距離(km) 

よく用いられる着雪の脱落条件 

① 気温が 3℃以上となる 

② 雨雪判別気温以上の気温が 2 時間（夜間は 4 時間）継続する 

③ 3 時間以内の気温上昇が 1.5℃以上となる 

④ 積算日照時間が 1 時間以上となる 

⑤ 降雪終了後の経過時間が 6 時間（夜間は 12 時間）以上となる 

 

■問い合わせ先■ 

株式会社 工学気象研究所 

〒113-0033 東京都文京区本郷 1-30-17 ｴﾑｱｰﾙﾋﾞﾙ 6F  03-5800-0241 

URL http://www.kougakukishou.co.jp 

 

※ この湿型着雪推定式は、過去に電

力各社と(財)電力中央研究所によって

収集された送電線着雪に関する屋外

データや同研究所の屋内実験結果な

どをもとに、(財)電力中央研究所で作

成された着雪量推定式（電力中央研

究所, 1986）がベースとなっています。


